20171022レムナント教会２部
ワンネス（Ⅱサムエル5:1-5）
Ⅱサムエルは、ダビデが王になって、神様が求められる新しい時代を開かれたという内容です。繰り返し申し上げますが、ダビデはただの王ではなくて、キリストを象徴しています。キリストの王となられる祝福を、ダビデをとおして現しています。ダビデが王になるまでには、様々なことがありました。サウル王が死にました。サウル王の息子も死にました。ダビデはとても悲しみました。事情を知らない人は、ダビデが喜ぶと思っていたでしょう。ダビデを愛していたヨナタンも死にました。そのすべてが神の主権の中で行われたことです。そのすべてがダビデを中心に新しく始めるための過程だったのです。そういうことがあったのち、本格的なスタートを切るための決定的な瞬間がありました。今日の本文にある内容です。

ダビデが王ですが、それを認めることができず辛がっている部族がありました。サウルの息子が死んだあとに、すべての部族がダビデのところに集まりました。そして、ダビデ一人だけを王と認めて新しく始めることにしたのです。新しくすべての部族が集まって、ダビデを王としてともに油を注いでスタートを切りました。これが実際的な新しいスタートの時刻表です。時間的なことで新しくスタートするべきことがあり、また、常日頃、私たちが新しくするべきことがあります。信徒の勝利のための実際的な時刻表は何でしょうか。ダビデが王となることによって、散らばっていた部族が一つとなりました。信徒の新しいスタートのための時刻表はワンネスです。すでにワンネスとなっているので、散らばっている者たちが集まって実際的それを味わい始めることがスタートです。1部でも言いましたが、皆さんにとってもワンネスの味わいを実際的に始めてください。その中にまことの答えと勝利があります。そうしてこそ宗教とは違うのです。神様がすべて備えられた祝福を味わうことです。宗教は、因果応報によって自分がどれくらいやったかによってその結果が与えられるというものです。イエスがキリストだと告白した者であれば、ワンネスの祝福を味わうことから始めてください。

なにを中心にワンネスでしょうか。ダビデ一人が王なのです。王が2、3人いました。バラバラになっていたのです。王を一つにし、その下に集まったのです。キリストを中心に、キリストだけを王とすること、それがワンネスです。ワンネスを味わうことです。まずは自分自身とキリストとのワンネスを味わうべきです。皆さんがどのように育ってきたか、どのような環境におかれているかは関係ありません。私がイエス様を信じる瞬間、自分は死にました。十字架とともに自分自身は死んだことを認めてください。罪と死の法則から解放されたことを信じてください。これがキリストとワンネスになることです。以前のものはすでに過ぎ去ったということを認めてください。なぜそうなったでしょうか。キリストのためにそうなったのです。キリストの前でこれらがすべて崩れ落ちなければいけません。こういうものをすべて捨てて、キリストと一つになったことを認めるべきです。私自身は死んで、私自身が生まれ変わったということを認めるべきです。どのように生まれ変わったのでしょうか。人間的に生まれたのではなく、受け入れるのであれば神の子どもになるとおっしゃいました。神様から出た者です。そのように新しく生まれるということです。ヨハネ3：3に、新しく生まれると話しています。私とキリストによってそのようになるのです。このような表現をします。Ⅰペテロ1：23にも、新しく生まれたと書いてあります。私が死んで、新しく生まれ変わってどうなりますか。1部のメッセージの内容がそれです。キリストと私が一つになったのです。それがワンネスです。お互い仲良くともに進む前に、キリストと私がワンネスになることです。霊的な事実のために、皆さんは難しいと思うかもしれません。罪は何でしょうか。タラッパンの方々は、皆知っているでしょう。神様から離れたことを言います。そうでしょう。そうであれば、救われたということはどういうことですか。その部分が解決されたということです。神様からどのように離れたのでしょうか。聖書には、このように記録されています。神の霊が彼らを離れたとあります。それで、キリストとともに神の霊が私の中にまた宿られるようになったのです。ですから、一つになるのが当然です。本来、神様と私は一つだったのです。その部分に問題が生じたので、すべての問題ができたのです。なぜ戦争が起きるでしょうか。複雑に考えてはいけません。なぜ精神的に苦しいのでしょうか。なぜ災いにぶつかるのでしょうか。なぜ災難ばかり起きるでのしょうか。家庭の問題がなぜ起きるのでしょうか。誰かのせいだと思っているでしょう。神様を離れたからです。それを理解できないのであれば、教会と信徒が存在する理由がわかりません。ですから、市役所や病院でやっていることと同じことしかできないのです。私たちはキリストの光としてこの世にいるのであって、行政をするためにいるのではありません。神様を離れた人間が、再び神様に出会うことができるように導くために私たちは存在するのです。その道がキリストです。私とキリストが一つになりました。これは変な話ではなく、一番重要な話です。
1部でも見ましたが、私たちのように彼らも一つになりますようにと言われました。十字架で死んでキリストが私の中に生きておられるのです。ヨハネ14：17に、助け主聖霊があなたがたの中に宿られると書いてあります。私たちは、神様の神殿になりました。それで私たちをキリストのからだとなる教会と言うのです。教会という言葉は、考えれば考えるほどとても神秘的でものすごいことばです。本来、神のかたちで人間は創造されました。すべての万物が神のかたちを見るとき、神様を見るように見ていたのです。それが人間です。教会とはどういう意味でしょうか。すべての人類が、私たちを見るときにイエスを見るかのように造られたのです。神様のかたちを作るためにどのようなことをされたでしょうか。すべての万物がわたしを見るときに、神様を見るかのようにするためになにをされたでしょうか。鼻に息を吹き込みました。すべての万物が、また悪霊が私たちを見たときにイエスと見えるように、どのようにされたでしょうか。私がイエス様がされたことと同じことができるように、どのようにされたでしょうか。私の中に聖霊を宿らせたのです。それが一つになったという意味です。一つにならない限りは、私たちはこの世に存在して勝利することはできません。一つにならないと、神様のみことばを理解できないのです。一つにならないと、いつなにが起きるか不安になって生きていけません。皆さんが行けば、イエス様が行くのです。皆さんを拒否するのであれば、イエス様を拒否するのです。ただ条件があります。皆さんがそのように信じるときです。義人は信仰によってのみ生きます。信徒が急いで回復するべき内容がこの部分です。この部分が薄れてしまうとどんなに努力しても教会は宗教になってしまいます。それがいままであった教会の歴史です。私とキリストが一つになる。万物を満たして、その方ひとりのみで満たされる奥義です。それを祈ってください。それがワンネスです。すでにイエス様を信じる瞬間、こうなりました。この事実を味わうのが始まりです。どうすればいいでしょうかと聞かれたときに、この事実を味わうように言ってください。
教会とキリストです。教会には様々な人が集まります。これにはきりがないでしょう。背景や出身が違います。また文化も違います。各自、所有しているものも違います。所有している財産も違うし、ライセンスも違うし、様々な違うことがたくさんあるのです。それをおかしく考えないでください。それが教会です。しかし、それにもかかわらず教会は同じ告白、同一の告白をするところです。そして、同じ真理を信じている場所です。真理は何ですか。イエスがキリストであるという事実を信じることです。ですから、同じ信仰を告白します。金持ちか貧乏かは関係なく、同じ真理を信じる場所が教会です。イエスがキリストであることを告白する場所です。ですから、同じ聖霊を信じています。これが教会です。こうなるようにするために、教会の共同体に呼ばれました。教会のワンネスという言葉を知らなければいけません。お互い違うのですが、キリストの中に属しています。まるでダビデ王の前に散らばっていた部族が全員集まるかのように。そして、キリストをかしらとして置くのです。そのキリストのからだとなる教会です。これが教会です。キリストのからだが2つ、3つあるのではありません。キリスト・イエスはからだが不自由な方ではないので、からだが一つです。このようにいろいろ違いますが。キリストのからだと呼んで一つになるのです。私がそれを選んだのではなく、ワンネスになるのです。違うのにもかかわらず一つのからだになります。そのからだの器官と呼ばれます。それが教会とキリストのワンネスです。ですから、全員違いますが、すでに一つになったと言われています。他のものにつまずいてはいけません。違うからといって無視してはいけません。一つになったことを中心に、他の人を尊敬できなければいけません。まずは一つになったこの奥義を味わうべきです。そうしてこそ他のことを乗り越えられます。しかし、他のものを主張してしまうと教会と一つになったということを逃してしまうことになります。すでに教会はキリストともに一つになっているということを知らなければいけません。このような表現がそれらを現しています。聖書では、一つになったことを守りなさいと言います。教会の中で、他の理由で分裂し争ってバラバラになることをとても嫌います。真理なのかそうでないのかの理由で分かれることもあります。しかし、それ以外の理由で分かれたり分裂したりするということは、一つとなった教会である奥義を逃しているということです。ダビデの前に、一つとなって集まらなければなりません。もし一つになることのための分裂の要素になるのであれば、自分の主張を殺さなければいけません。自分が正しいのに、この一つになるということに損になるのであれば、自分が間違ったと言って損をするのです。この一つになることを守ることが基準でルールです。世の中の基準をもって、こうするべきだ、ああするべきだというのとは合わないということです。逆に損してやられなさいと言います。自分が正しいかもしれません。最後まで正しいことを主張しました。そして、兄弟姉妹が傷つきました。教会がぎくしゃくし始めたのです。あなたが正しいことゆえに教会を分裂させるのかと、聖書では明確に言っています。キリストのからだとなるキリストの血を流して仕えた教会がどういうものなのか分かるのかと言っています。自分がキリストと一つになった奥義から始めてください。教会はどうすればよいですか。教会はキリストとともになって一つのからだというものから始まればよいです。そうしない限りは、新しいスタートは切れません。
なぜ私とキリスト、また教会とキリストのワンネスを味わうべきでしょうか。この世とキリストが一つにならなければいけないからです。この世は暗闇が覆っているということを忘れないでください。たくさん勉強して学んだ方は、たくさんの知識の中に暗やみが覆われていきます。犯罪を犯して麻薬にはまっている人は、それをとおして暗やみに覆われていきます。聖書は、明確に言っています。万国が暗やみに覆われていると。特別に何かおかしいことをしている人だけが暗やみに覆われているのではありません。暗やみに覆われているとはどういうことでしょうか。神様から離れ、光となる神様と分離されているのです。神様を離れたとはどういう意味でしょうか。サタンの支配の中にあるということです。それはどういう意味でしょうか。地獄の背景の中に生きていることです。これが世です。ですから、この世にはまことの悔い改めが必要です。これを知らずに宗教に頼っていたところから早く抜け出すべきです。また、偶像をとおしてそれを解決しようとしていた愚かさから抜け出さなければいけません。人間の力で何とかなるという思いで、その中で溺れていたところから早く抜け出すべきです。この世に必要なのは、ここから抜け出すことです。ここから抜け出してキリストの前に進む悔い改めが必要です。こうなるときに神様と和解することができます。神様の怒りを受けなければいけない存在なのに。その罪と死の法律から解放されるのです。そして、神様と和解することができます。神様と和解するとは、神様とワンネスになることです。この暗やみの中で悔い改めをとおして、神様と和解することが必要です。神様と和解したものが、残りの生涯、希望の中で生きることができます。この世がキリストとワンネスにならなければいけません。この世の中がキリストとワンネスになるためにキリストと私がまずワンネスになりました。教会とキリストが一つになるようにしました。なぜそうされたでしょうか。暗やみに捕らわれている世の中がキリストとワンネスさせるためです。罪という本来の意味は、分離してしまうということです。神様と分離してしまうと、それで終わりです。神様と一つにならなければなりません。その道はキリストしかありません。私たちがまずその祝福を味わうようになります。また、全員がキリストの祝福をともに味わうようになります。これをインマヌエルと言います。ここから始めるべきです。これを福音と言います。これを信仰生活と言います。新しいスタートはそうです。

いままではどうしていたでしょうか。どうすればいいのか。なぜこうなのか。なにをやらなければいいのか。ですから、新しく始められません。昔の人生をそのまま生きるだけです。私とキリストがワンネスになったというところから始めるべきです。そうするとなにが出るでしょうか。常にキリストを前に立てるべきです。すると、聖霊充満のために祈る方向に進むでしょう。自分の考えや計算をすべて下して、どうなるかは関係なく神様の御手にゆだねます。教会とキリストがワンネスになるところから始めるとどうなるのでしょうか。すると、結果として教会になにが残るでしょうか。大きい声、小さい声、主張したりするものがなくなります。愛だけが残ります。他の人を配慮するようになります。なぜなら私と同じからだなのです。あの人が痛いのであれば、私も同じく痛いのです。それを教会と言います。それだけが残ります。そこから始めるべきです。そうしてこそ正しい答えを得ます。
この世とキリストをこのワンネスになるようにするためには、どうすればよいでしょうか。伝道という答えが出ます。それがいちばん重要なことです。勉強することも伝道のためです。結婚も伝道のために。結婚しないことも伝道のために。他の理由ゆえに結婚するのであれば、すべて時間が経つと問題になります。それがワンネスを味わうということです。宗教と違う部分がここです。そのように始めるべきです。朝起きたときには、なにをしますか。キリストと私がワンネスになったということを深く考えて告白してください。ですから、自分はいらないのです。自分はいなくなっていらないので、神様が必要でしょう。この福音を確認すると同時に、神様の意見が必要なのです。なぜならキリストと私は一つなので、神様のみことばを黙想します。神様の意見が必要なので。私にはありません。それをすればいいのです。そのように始めてください。この問題は、一体どういう意味なのだろうか。頭を使うのではなく、ワンネスを考えてください。そして、神様のみことばを見てください。神様がおっしゃる答えがその中にあります。そのようにすればいいです。すると、なにを祈るべきかということが出てくるでしょう。神様が望んでいる祈りなので、それをもって祈ればいいのです。それを繰り返しているうちに、自分の中でまことのいやしがなされます。それを祈りと言います。ワンネスから始めてください。どんなに辛いことがあるとしても失望せず落ち込まずあきらめずにワンネスから始めてください。キリストとワンネスになれないようにバラバラにさせる傷や頑固さ主張などをすべて捨ててください。これらは何ですか。キリストとすでにワンネスなのですが、それを味わえないようにバラバラにさせようとするものたちです。
そして、教会の兄弟姉妹を考えるとき、本当に大事に思って愛する思いで接してください。なぜでしょうか。一つの器官、からだだからです。ですから、教会を考えるときにも、キリストをまず考えるべきです。キリストの中でワンネスになっている事実を見てください。教会を見るときにも、この人、あの人と見てはいけません。キリストをかしらにしてワンネスになっている事実をまず見るべきです。キリストが神様の家族として一つからだに集められました。その事実を知っているのであれば、ルールはこれしかありません。愛という言葉はどういう意味でしょうか。とても大事だということを知っているので、大事に思うことです。パウロはこう言いました。本当に愛があるのであれば他人に害を与えるだろうか。殺人をするな。盗みごとをするな。愛があればするでしょうか。殺人をしないことが律法を守ることではなく、愛がすべての律法の完成なのです。それはどこから出てくるでしょうか。一つのからだというその思想が出ています。とても貴重で大事なのです。比喩があります。足のつま先が痛いです。私は指です。私は足の指ではなく手の指です。つま先が痛いのであって、私は痛くありません。そうなりますか。そうならないでしょう。手の指が痛いわけではありませんが、そうじゃないでしょう。なぜでしょうか。一つのからだなので。それを教会と言います。これは仲良くなりなさいという意味とは違います。どのようにしてこのような神秘的な共同体になったのでしょうか。そうしてこそ世を生かせるからです。そのためにそうなのです。その理由がなければ、一つのからだになって、器官になる必要はありません。天国に行けばいいだけです。常に世を生かすためにキリストの血を流されてその血潮によって一つになったとても大事な兄弟姉妹と見るべきです。イエス・キリストのからだとなった教会、そこから始めてください。教会の中に、様々な問題があります。あるでしょう。どうすればいいですか。ここから始めてこそ、正しい答えを得られます。そうでなければ、あなたが正しい、わたしが正しいとなってしまいます。ここから始めると、私が間違いました。私が損します。弱いものを無視しません。また、自由な人を指さしたりしません。間違ったことを言うことと批判することとは違います。教会の中では絶対批判しないようになっています。罪を犯して失敗したとしても非難しない場所です。それは放っておきなさいということとは違います。とてもひどい場合には、教会から追い出すかもしれません。そのときも批判ではなく、愛をもってやるのです。なぜでしょうか。一つのからだだからです。それがワンネスです。教会に対する考えをしっかりしてください。
この世を見るときに、うわべだけを見てはいけません。どう見るべきでしょうか。神様と和解が必要な場所として見るべきです。この世を見るときにもキリストを前に立てて見るべきです。キリストを前にして見るべきですが、キリストと分離されているでしょう。キリストと一つにならなければいけないのに。だから、キリストと一つにならなければいけない世として見るのです。この世の中を見るときも、現場でも、このように始めるべきです。すると、これから起きるダビデの勝利の人生が皆さんにも同じく起きるようになります。ワンネスとしてしっかりと整理されたあと、勝利のダビデの時代が始まるのです。

（祈り）
神様。感謝いたします。キリストをとおしてワンネスの祝福を与えてくださり感謝します。私たちは宗教ではないということを告白します。また、宗教の習慣を捨てられますように。キリストをとおしてすでにワンネスとなったことを味わえますように。みことばをとおして聖霊様が働いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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